
市
長
独
言
№ 92
…
獅
子
舞
と
地
域
の
絆

　
こ
の
秋
、
願
成
就
で
披
露
さ
れ
た
郷
土
芸
能
を
観
覧
し
ま
し
た
。
古
田
で
は
、
豊
受
神

社
に
奉
納
す
る
と
こ
ろ
を
天
候
の
関
係
で
旧
古
田
中
学
校
体
育
館
に
場
所
を
移
し
て
い
ま

し
た
。

　
会
場
に
は
、
集
落
単
位
の
ほ
か
還
暦
の
同
窓
会
な
ど
思
い
思
い
の
車
座
が
で
き
て
い
ま

す
。
集
落
ご
と
の
余
興
が
一
段
落
し
た
こ
ろ
、
郷
土
芸
能
の
各
保
存
会
に
よ
る
棒
踊
り
、

獅
子
舞
の
一
団
が
登
場
し
会
場
は
一
気
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
の
獅
子
舞
で
は
、
特
産
の
ニ
ガ
タ
ケ
を
素
材
に
し

た
手
作
り
の
横
笛
を
は
じ
め
、
大
太
鼓
、
小
太
鼓
、
鉦か
ね

の

鳴
り
物
に
、
天
狗
と
獅
子
、
道
化
の
猿
が
熱
演
。
天
狗
が

獅
子
を
茶
化
し
て
獅
子
が
怒
り
、激
し
い
争
い
に
な
り
ま
す
。

　
熱
闘
終
了
後
、
会
場
を
引
き
揚
げ
る
獅
子
に
頭
を
か
ん

で
も
ら
う
と
縁
起
が
い
い
と
さ
れ
、
抱
い
た
子
ど
も
の
頭

を
差
し
出
す
親
子
連
れ
ら
が
列
を
作
り
ま
し
た
。

　
西
之
表
市
史
の
校
区
史
「
古
田
校
区
」
に
よ
る
と
、
古

田
の
獅
子
舞
は
明
治
末
期
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
で
大
分
か
ら

来
島
し
た
移
住
者
が
伝
え
ま
し
た
。
１
９
１
４（
大
正
３
）

年
以
来
、
願
成
就
の
神
楽
と
し
て
奉
納
さ
れ
、
無
形
民
俗

文
化
財
と
し
て
、
１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
に
市
指
定
、

２
０
０
４
年
に
県
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
観
覧
の
後
、
獅
子
舞
に
ち
な
む
短
歌
を
作
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
願
成
就
囃は
や

し
の
笛
や
鉦か
ね

太
鼓

　
　
　
　
　
獅
子
咆ほ

え
哮た
け

り
天
狗
跳
び
舞
う

　
種
子
島
は
郷
土
芸
能
の
宝
庫
で
す
。
伝
統
芸
能
を
保
存
継
承
す
る
た
め
に
は
、
人
材
育

成
、
発
表
の
場
、
衣
装
や
道
具
を
そ
ろ
え
る
資
金
が
必
要
で
す
。
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、

地
域
の
絆
を
結
び
伝
統
を
守
る
た
め
に
努
力
す
る
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

獅子と天狗の舞＝旧古田中学校体育館

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう 第 211 弾第 211 弾

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（2 人分）
まぐろ（刺し身用・さく）…80g
きゅうり…1 本
焼きのり（8 つ切りのもの）…4 枚
塩…適量
練りわさび…適量

【作り方】
① まぐろは 2cm 角の棒状に切ってボールに入れ、漬けだれの材料を加えてからめる。
② きゅうりは両端を切って、あればスライサーで縦の薄切りを作る。塩小さじ 1/4 を全体にふってしん
なりしたらさっと洗って水気を拭く。
③ ラップの上に、きゅうりを少しずつずらしながら縦長のシート状になるように重ねる。シートの幅は
まぐろの大きさに合わせる。
④③に焼きのりを置き、手前に汁気を切ったまぐろをのせて、ラップを持ち上げて巻く。そのまましばら
くおいてから、ひと口大に切る。
④ 器に盛り、練りわさびを添える。（※マグロ以外にカツオ等でも美味しいです）

「づけまぐろのきゅうり巻き」「づけまぐろのきゅうり巻き」

《漬けだれ》
しょうゆ…小さじ 1
みりん…小さじ 1/2

⑯市政の窓 2024.12 月号


